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巻頭言 エキマチ（駅+街）が新しいステージへ

基幹論文 エキマチプロジェクトに向かって:「鉄道駅」から「マチのエキ」に

室蘭線登別駅リニューアル化を通したまちづくりへの寄与

まちづくりと一体となった新駅の実現
～当社の土地を利活用して新たなまちづくりの一翼を担う～

橋上駅舎化によらない　まちからアクセスしやすい駅づくり

武豊線半田駅付近連続立体交差事業におけるまちづくりとの連携

JR西日本における新駅とまちづくり～姫路・英賀保間新駅～

公共施設の整備と一体となった門司港駅周辺のまちづくりの推進

整備新幹線の駅デザイン決定プロセスの概要（JRTT・PI）

高架化工事に支障する旧駅舎の保存活用施策

京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業

鉄道延伸を基軸としたまちづくり　～北大阪急行線延伸事業～

文献解説 鉄道駅まちづくり　駅を中心としたコンパクトシティ

まちづくりと一体となった
プロジェクトのいま

特集 企画趣旨

　日本の発展とともに、鉄道施設技術の新規開発が進み、安全の強化、高度化など新時代に相応しい進展が一層図られる

ようになり、その定時性・大量輸送の利点により、現在では多くのまちが駅を中心に形成され、まちの顔として存在してい

る。一方で、鉄道によるまちの分断、道路や河川等の他のインフラ等との交差の課題が生じたが、自由通路整備や立体交差

化等、国や自治体側と一体となり社会インフラとしての役割が双方果たせるように努力を重ねてきた。まち全体のバリアフ

リー化、他交通との乗り換え利便性向上、行政施設と駅との融合のように駅を中心としたまちへの貢献のほか、踏切の解消

や河川改修に伴う橋梁の架替のように鉄道及び暮らす人の双方の安全性、利便性への貢献も果たしている。昨今では、大規

模なターミナルでは老朽取換えと同時に、区画整理や再開発等と合わせて鉄道事業者、国、自治体、開発事業者等が一体と

なり『駅まち開発』も各所で行われているほか、宇都宮での『LRT』によるまちづくりのような新たな交通機関と融合したま

ちづくりも行われている。

　本特集では、新型コロナの５類移行後、鉄道利用者が以前のようには戻らず、大規模な改良や開発は限定的となっている

中で、国や自治体と一体となり地域に根差した鉄道の実現、まちづくりへの貢献に向けた事例を紹介する。大規模プロジェ

クトは別の機会に紹介するとして、身近なことから、まちづくりへの貢献する企画の一助となれば幸いである。
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協会誌についてご質問・ご意見等がございましたら協会ホームページのお問い合わせよりメールにてお尋ねください。
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